






















































































































































































































































糞語!iM灘liM蕊i顎)話題:’ 英語科目l蝋|;輝i習;iW劃;'1鯛|同Ni;mi1pi識Ｉ語科目 蝋ける閨 Ｉ鱗ｉ ii’ について
共通識座松名隆
’五1際化11寺代における、外|K|語とりわけ奥iViによるコミュニケーション能力の1h化という,MII廻を、大学の語学散ｆｆ
に対する重要な社会'''9哩,ｉＩ１１として受けとめ、／|鴛学の英語教育においても、様々なカリキュラムの編成を試みてき
た。しかし、「英語コミュニケーション演ﾄﾘ」という科目において、ｌ学科４クラスの少人数編成を実現し、それ
が!|ﾘ[逆に乗りつつあるとは言え、それは、（山の多人数のクラスとl1il鮫に、英語力に大きな雄がある学生達をｌｉｉｌじ
クラスで学習させるもので、そうすると、授業レベルの設定が難しいというのが実状である。そのような中で、１ｚ
成21年度の新１年zliから、英語の少人数クラスの拡大に併せて、そのクラス編成を習熟度別に行うことを含めた
改1'１と案について、これから教育システム委し1会で議論が始まろうとしている。そこで本棚では、この改熊案の'１１の
iWlWI度別クラス編成に的を絞って．その具体'19な'|'身を紹介し、ｌｋ１ｉ(f以外の科目における↑Iγ熱度別クラス編成のＭｔ
ｊｌの参考に供することとしたい。
先ず、1年生前期に実施するCoUegeTOEICのスコアを用いて、後期に開誠する新たな［英語Ｃ」において、
初級・中級・上級という少人数・習熟度別クラスを導入し、レベルに合った教材、内容、〃法できめ細かい授業を
提供する。初級では、ｒｌ１学・高校で習う英文法薙礎を徹底的に復習する。中級・上級では、嫌々な楽しいアクティ
ピティを通して英語を練習する。こｵ1によって、従来の非習熟度別クラスと違った、ある御璽の授業レベルの細分
化を図るものである。｜ﾉ《|みに、このレベノレ分けのJiL準は、Ｃ《)llegcT()EICのスコアで、初級：299点以下、【||級：
30〔)～399点、上級：４〔)()ﾉﾑ(以上としている。
さらに、２年前jUlにIHl,識する新たな「英粥ID」においても、初級・'|'級・上級という少人数・習熟度別クラスを
導入し、そこでは「英鵬セミナー」として、学術雑誌の論文を読むための準備的学習を行う。
また、２年後期および３年前期の「英語コミュニケーション演習Ｉ」においても、従来の少人数クラス編成に加
えて、初級・中級・上級の習熟度別クラスを導入し、外国人教員胆ulによるコミュニケーション、プレゼンテー
ション能力向上の実践的な減習を行う。
このように、政i1l1(案では、「英語Ｃ｣、｜災,i<ＩＥ｣、「英語コミュニケーショ＞演習］」において、初級・'１１級・’１
級の習熟度別クラスを投疋しているが、問limは成績評価をどのように行うかということであ(〕、同じ科目であって
もりJ級の「優」の評llliと上級の「優」の評miは、その内容が当然災なるものである。そこで、成績表の上では．こ
の評価内容の違いを明砿にするために、例えば「英語Ｃ（初級)｣、「災語Ｅ（上級)」のように、科目名だけではな
く、そのクラスの習熟度別レベルも明記することが望ましいと考えられるが、これは、英譜だけではなく、どの科
'1で習熟度別クラスを実施する場合にも、必ず'1紅|Ｈ１する問題であろう。したがって、この点をどのように解決して
いくかは、大学全休で｣lYり組むべき課題であり、これからの活発な,iili,術をIUl侍したい。
以上、本学の英語教育における習熟度別クラス案について、手);{』に紹介させていただいたが、これは、こｵlから
敬育システム委員会で搬諭されるもので、現|{#点ではまだ全学で合葱された改革案ではないことを理解された-12で、
今後の本学のＦＤ活動に役肱てていただければ瀧いである。
「‐．
`n口、
「ﾂF駒､Ｉ
救育システム委員会の作業部会の一つとして、本学の教育力のlr1]'二をめざした活動を行っているのがＦＤワーキ
ンググループです。冒頭で紹介した「室蘭工大牧育ワークショップ」のほか、講演会などＦＤ関連行事の企両・奨
施がおもな仕事です。これらの活動内容については、随時、この「ＦＤだより」で紹介してまいります。
ＦＤワーキンググループは、委員および教務,111職員とともに、前ｲ'二腱までのワークショップ受識4重で)構成される
タスクフォース（ＴＦ）によって運営さ）i'ています。』|乙成20乍唆のメンバーは以下のとおりです。
委員長：木村克俊（雌設）
剛委員長：安居光國（応化）
姿負：塩谷浩之（情報)、佐藤孝紀（fiii71n、澤口直哉（材物)、奥野恒久（共通）
敬務課：松本典久
タスクフォース（ＴＦ）：,ｌｒｍ英樹（建設)、jiMi'kﾄﾞｨﾄﾞrｊ（機械)、須藤秀紺（情報)、大鎌法（i1iif[iI)、太田光浩（応化）
